
創
刊

の
辞

本
学
の
起
源
は
､
一
八
一
一
年
に
江
戸
幕
府
の
天
文
方
に
設
け
ら
れ
た
蛮
書
和
解
御
用
に
ま
で
遡
る
｡
そ
れ
は
や
が
て
蕃
書
調
所

(
一

八
五
六
)
､
開
成
所
(
一
八
六
三
)

に
発
展
し
､
明
治
維
新
後
に
開
成
学
校
(
一
八
六
八
)
､
東
京
大
学

(
一
八
七
七
)

そ
し
て
明
治
一
九

年

(
一
八
八
六
)

の
帝
国
大
学
の
成
立
に
至
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
東
大
の
出
自
を
め
ぐ
り
､
科
学
史
家
の
中
山
茂
は
｢
も
と
も
と

は
外
国
語
を
翻
訳
す
る
と
こ
ろ
｣
と
指
摘
す
る

(
『
帝
国
大
学
の
誕
生
』
)
｡
し
か
し
そ
の
外
国
語
と
は
欧
化
政
策
推
進
の
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
で
あ
り
､
中
国
語
は
｢
翻
訳
｣

の
対
象
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
｡

た
し
か
に
一
八
七
七
年
の
東
大
発
足
時
に
す
で
に
和
漢
文
学
科
が
設
け
ら
れ
て
お
り
､
一
八
八
五
年
に
は
哲
学
科
､
和
文
学
科
と
並
ん

で
漢
学
科
が
文
学
部
を
構
成
す
る
三
学
科
に
名
前
を
連
ね
て
も
い
る
｡
そ
し
て
一
九
〇
四
年
に
行
わ
れ
た
東
京
帝
大
文
科
大
学
の
大
改
革

に
際
し
て
は
､
漢
学
科
も
支
那
哲
学
と
支
那
文
学
と
に
分
離
し
､
現
在
の
中
文
科
の
前
身
が
形
づ
く
ら
れ
て
は
い
る
｡
し
か
し
こ
れ
ら
漢

学
科
､
支
那
文
学
科
で
は
久
し
く
日
本
の
文
化
と
し
て
中
国
の
古
典
が
講
義
さ
れ
､
そ
し
て
テ
ク
ス
ト
は
中
国
語
で
は
な
く
漢
文
訓
読
法

で
読
ま
れ
て
い
た
｡
一
八
八
九
年
に
中
国
人
講
師
が
実
用
語
学
教
育
の
た
め
に
任
命
さ
れ
､
東
京
帝
大
に
お
い
て
も
中
国
語
教
授
が
始
ま

る
が
､
倉
石
武
四
郎

(
一
八
九
七
～
一
九
七
五
､
一
九
ニ
ー
年
季
)

に
よ
れ
ば
､
こ
れ
を
受
講
す
る
学
生
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
よ
う
で

ある

(
『
中
国
語
五
十
年
』
)
｡
明
治
天
皇
制
下
に
お
い
て
漢
学
科
は
体
制
教
学
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
か
｡

『
東
京
大
学
百
年
史
』

(
一
九
八
六
)

は
､
中
文
科
の
節
で
｢
中
国
文
学
の
研
究
教
育
が
よ
う
や
く
そ
の
実
を
備
え
る
に
至
っ
た
の
は
､

塩
谷
温
に
始
ま
る
｣
と
記
し
て
い
る
｡
同
書
の
塩
谷
温

(
号
は
節
山
､
一
八
七
八
～
一
九
六
二
､
一
九
〇
二
年
卒
)

に
関
す
る
記
述
を
ま



と
め
る
と
､
塩
谷
は
講
師
､
そ
し
て
助
教
授
と
な
っ
た
一
九
〇
六
年
に
ド
イ
ツ
と
清
国
に
計
六
年
間
留
学
､
一
九
一
二
年
の
帰
国
後
は
､

日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
は
最
初
期
に
戯
曲
小
説
研
究
を
開
始
､
一
九
二
〇
年
に
は
第
二
講
座
を
担
任
し
『
元
曲
研
究
』
で
博
士

号
を
授
与
さ
れ
て
お
り
､
そ
の
俗
文
学
研
究
は
魯
迅
の
中
国
小
説
史
研
究
な
ど
に
も
影
響
を
与
え
た
｡

一
九
三
九
年
に
塩
谷
教
授
が
退
官
し
た
の
ち
教
授
に
就
任
し
た
倉
石
武
四
郎
に
つ
い
て
､
『
東
京
大
学
百
年
史
』
は
そ
の
講
義
が
｢
学

問
的
組
織
的
な
中
国
語
学
講
述
の
始
め
｣
｢
古
典
文
学
全
般
に
通
暁
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
､
俗
文
学
研
究
で
は
…
…
新
分
野
開
拓
に
積

極
的
で
…
…
現
代
文
学
に
寄
せ
る
関
心
に
も
深
い
も
の
が
あ
っ
た
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
先
に
引
用
し
た
著
書
で
､
倉
石
は
そ
の
学
生
時
代

に
｢
(
英
語
や
ド
イ
ツ
語
と
比
べ
)
漢
文
だ
け
は
､
あ
る
い
は
支
那
文
学
だ
け
は
､
不
思
議
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
た
｡

原
文
を
み
な
が
ら
､
そ
の
漢
字
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
い
ち
い
ち
日
本
語
に
し
て
読
｣
む
と
は
…
…
と
い
う
疑
問
を
抱
き
､
中
国
語
で
読
む

こ
と
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
｡
同
時
代
の
中
国
で
進
行
し
て
い
た
文
学
革
命
が
､
若
き
日
の
倉
石
の
心
を
揺
り
動
か
し
た

の
で
あ
る
｡

竹
内
好
(
一
九
一
〇
～
七
七
､
一
九
三
四
年
卒
)

が
東
大
支
那
文
学
科
に
入
学
し
た
の
は
満
州
事
変
勃
発
五
か
月
前
の
一
九
三
一
年
四

月
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡
北
伐
戦
争
(
一
九
二
六
～
二
八
)

に
よ
る
統
一
後
､
国
家
建
設
が
着
々
と
進
む
中
華
民
国
と
､
旧
来
の
権
益
確
保

に
汲
々
と
し
て
武
力
行
使
に
及
ぶ
大
日
本
帝
国

-

中
国
の
問
題
が
日
本
の
将
来
を
左
右
す
る
も
の
と
し
て
竹
内
ら
若
い
学
生
の
胸
に

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
竹
内
は
三
年
後
に
一
年
先
輩
の
岡
崎
俊
夫
､
同
斯
の
武
田
泰
淳
ら
と
と
も
に
中
国
文
学
研
究

会
を
設
立
し
て
い
る
｡
■
ち
な
み
に
支
那
文
学
科
独
立
後
第
一
回
の
卒
業
生
(
一
九
〇
六
年
)
以
来
､
そ
の
数
は
若
干
名
で
あ
っ
た
が
､
一

九
二
八
年
以
後
は
一
〇
名
前
後
か
ら
二
〇
名
近
く
を
送
り
出
し
て
い
た
も
よ
う
で
あ
る
｡
た
だ
し
一
九
三
二
年
か
ら
敗
戟
ま
で
は
本
学
科

は
支
那
哲
学
科
と
合
併
し
支
那
哲
学
支
那
文
学
科
と
称
し
て
い
た
｡

敗
戦
翌
年
に
は
支
那
哲
学
科
と
の
合
併
も
解
消
さ
れ
て
独
立
し
､
一
九
四
七
年
に
東
京
帝
国
大
学
は
東
京
大
学
と
改
称
､
四
八
年
に
は

科
名
も
中
国
文
学
科
と
改
称
さ
れ
た
｡
倉
石
教
授
は
一
九
五
五
年
に
､
竹
内
好
の
五
年
先
輩
で
中
国
文
学
研
究
会
の
同
人
で
も
あ
っ
た
小



野
忍
を
助
教
授
に
招
聴
し
て
近
現
代
文
学
の
講
義
を
開
い
た
｡
こ
れ
に
先
立
つ
一
九
五
二
年
に
は
､
学
生
･
院
生
に
よ
り
魯
迅
研
究
会
が

結
成
さ
れ
て
い
る
｡
の
ち
に
近
現
代
文
学
ば
か
り
で
な
く
古
典
文
学
･
言
語
学
､
中
国
哲
学
･
思
想
の
各
分
野
で
活
躍
す
る
多
く
の
研
究

者
が
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
の
は
､
東
大
中
文
科
で
醸
成
さ
れ
て
き
た
同
時
代
中
国
､
外
国
文
学
と
し
て
の
中
国
へ
の
関
心
と
い
う
気
風

が
こ
こ
で
固
く
根
付
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡

さ
て
中
文
科
の
名
称
は
一
九
六
三
年
に
お
け
る
文
学
部
の
四
琴
一
一
専
修
課
程
体
制
へ
の
改
革
に
と
も
な
い
､
第
三
類
(
語
学
文
学
)

中
国
語
中
国
文
学
専
修
課
程
へ
と
改
称
さ
れ
､
後
述
の
大
学
院
重
点
化
に
際
す
る
文
学
部
の
四
学
科
二
六
専
修
課
程
体
制
へ
の
移
行
後
も

引
き
続
き
同
専
修
課
程
名
を
称
し
て
い
る
｡
し
か
し
今
日
で
も
研
究
室
の
内
外
で
は
中
文
科
の
旧
名
が
愛
用
さ
れ
て
い
る
｡

本
学
科
の
主
任
教
授
は
､
一
九
五
八
年
に
倉
石
教
授
が
退
官
し
た
の
ち
に
は
小
野
､
藤
堂
明
保
､
前
野
直
彬
､
伊
藤
漱
平
､
丸
山
昇
､

平
山
久
雄
､
丸
尾
常
書
の
各
教
授
が
こ
れ
を
務
め
て
き
た
｡
一
九
九
四
年
に
は
文
学
部
の
大
講
座
化
が
実
現
し
､
従
来
の
教
授
･
助
教

授
･
助
手
各
二
名
か
ら
成
る
二

(
小
)
講
座
制
が
､
教
授
三
･
助
教
授
二
･
助
手
一
と
い
う
大
講
座
制
に
移
行
し
て
い
る
｡
新
し
い
大
講

座
制
の
も
と
で
は
主
任
教
授
の
任
期
は
原
則
二
年
と
し
て
各
教
授
が
交
代
で
こ
れ
を
務
め
て
お
り
､
そ
の
最
初
の
任
を
担
っ
た
の
が
戸
倉

英
美
教
授
で
あ
り
､
私
､
藤
井
が
現
在
そ
の
任
に
あ
る
｡
な
お
文
学
部
で
は
一
九
九
五
年
度
よ
り
大
学
院
重
点
化
に
と
も
な
い
大
学
院
人

文
科
学
研
究
科
が
人
文
社
会
系
研
究
科
に
改
組
さ
れ
た
う
え
で
部
局
化
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
に
よ
り
そ
れ
ま
で
学
部
講
座
の
専
任
で
あ

り
､
大
学
院
の
教
育
担
当
は
兼
任
と
し
て
行
っ
て
い
た
教
官
は
､
大
学
院
重
点
化
の
改
革
に
よ
り
大
学
院
講
座
の
専
任
と
な
り
､
学
部
を

兼
任
す
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
長
い
歴
史
を
持
ち
多
く
の
変
革
を
経
て
き
た
東
京
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
は
､
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
学
を
輩
出
し
て
お

り
､
現
在
も
ま
た
優
れ
た
学
徒
を
養
成
し
っ
つ
あ
る
｡
大
学
院
生
は
博
士
課
程
一
二
名
､
修
士
課
程
一
〇
名
､
研
究
生
五
名
を
､
学
部
生

は
三
･
四
年
生
を
あ
わ
せ
て
一
四
名
を
そ
れ
ぞ
れ
数
､
え
､
在
籍
学
生
の
合
計
数
は
四
一
名
に
上
る

(
九
七
年
三
月
現
在
)
｡
私
ど
も
教
官
･

院
生
･
学
生
は
本
学
科
の
長
い
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
の
伝
統
に
深
く
学
び
こ
れ
を
継
承
す
る
い
っ
ぼ
う
で
､
新
た
な
研
究
テ
ー
マ
･



方
法
･
分
野
の
開
拓
を
日
々
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
｡

さ
て
私
ど
も
は
こ
の
た
び
本
学
科
の
研
究
･
教
育
活
動
の
報
告
の
場
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
､
本
紀
要
の
創
刊
を
決
意
し
た
｡
是

非
と
も
本
学
科
の
諸
先
輩
な
ら
び
に
日
本
そ
し
て
世
界
の
先
学
･
同
学
の
御
指
数
を
頂
戴
い
た
し
た
く
存
ず
る
次
第
で
あ
る
｡

一
九
九
八
年
四
月
一
日

一
束
京
大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
･
文
学
部
中
国
文
学
科
主
任
教
授

藤

井

省

二
一


